
盛岡教育事務所が開催したフォーラムでは、紫波町立日詰小学校校長・森 和佳子氏と 
日詰小学校学校運営協議会会長・冨岡 靖博氏をパネリストに迎え「地域の実態に合わせた
新しい仕組みづくり」をテーマにパネルディスカッションを実施しました。学校・地域・行
政の力強い連携が地域住民を巻き込んだ学校運営を実現している様子について情報提供をし

ていただきました。 
 後半のレクチャー＆ワークショップでは、紫波町教育委員会事務局社会教育指導員兼ＣＳ
コーディネーターの佐々木 勉氏を講師に迎え、講義や演習を通して学校運営協議会や地域
学校協働活動の進め方について学ぶ機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本通信は下記ホームページに掲載しています。（※ダウンロード可能） 

岩手県生涯学習情報提供システム「まなびネットいわて」  

https://manabinet.pref.iwate.jp 

 岩手県教育委員会事務局 

生涯学習文化財課 地域学校連携担当 

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1 

ＴＥＬ 019-629-6173 

ＦＡＸ 019-629-6179 

Ｅ-mail DB0005@pref.iwate.jp 

 

「まなびネットいわて」には、文部科学省が作成したパンフ

レットや全国の事例紹介があります。また、岩手県が作成した

資料や県内の事例等の紹介もあります。ぜひ、ご覧ください。 

６/７盛岡教育事務所管内「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム 

日詰小学校における「社会に開かれた教育課程」の実践 

令和６年６月 25 日発行 第 32 号 

令和４年度の全国学力・学習状況調査（学校質問紙）の結果から、 

「未来を考える地域学習」、「自己肯定感の向上」、「学校満足度の向上」

を課題として捉え、学校運営協議会で共通認識を図ることからスタート

した。 

地域の未来を見ている人や全国・世界を見ている人の話は児童や教職

員にとって有益であり、教職員の授業力の向上にもつながった。 

地域住民との関わりを通し、意欲的に学習に取り組む児童の姿を目に

することで、教職員も地域と関わる効果を体感することができた。 

学校評議員制度から学校運営協議会に仕組みが変わったことで、地域

住民がより主体的に学校に関わることができるようになった。 

地域の子ども達を地域がどのように育てていくか、考えながら活動を

している。日詰小学校創立 150 周年記念事業では、子どもたちから出さ

れた要望にできるだけ応えられるように、地域住民が協力した。子ども

達と地域の大人とのふれあいは関わっている双方にとってプラスとな

る。秋祭りのような、小学校と関わる仕組みづくりを進めることで、学

校と地域の活性化を図りたい。 

紫波町立日詰小学校  

校長 森 和佳子 氏 

日詰小学校学校運営協議会 

会長 冨岡 靖博 氏 

紫波町教育委員会事務局 

社会教育指導員兼 

CS コーディネーター 

佐々木 勉 氏 

「社会に開かれた教育課程」は、日詰小学校学校運営協議会のよう

に、教育課程を介して目標を共有することが大事な視点である。 

目標を共有し、協議会委員の参画を促すために熟議を行い、役割・

分担・責任を確認する必要がある。 

「社会に開かれた教育課程」は、地域の大人と子どもが対話を通じ

て、どのように生きたら良いかを考え行動する人づくりに役立つ。 

地域とともにある学校づくりを進めるために、地域学校協働活動推

進員に社会教育の専門性が求められる。 

日詰小学校学校運営協議会が支援した６年生卒業研究は、児童の地

域理解だけでなく地域住民の生きがいづくりにも、効果をもたらし学

校を核とした地域づくりに資する取組となった。 
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